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「脳と心のホントを知ろう」2011 年 2 月 11 日開催
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第１回、包括脳ネットワーク市民公開 市民公開シンポジウムは、2月 11 日に、東

京医科歯科大学 M&D タワー大講堂で、午後１時

より開催されました。生憎この日はみぞれが降

り、底冷えのする、町の人出も少ない日でした。

シンポジウム開始時には、人の集まりも悪く、

やきもきもしましたが、4人の方が講演される

間にも聴衆が増え、終わりごろには数十人の聴

衆とともに、パネルディスカッションが行われ

ました。 

シンポジウム「脳と心のホントを知ろう」開催。 

日時：2011 年 2 月 11 日、於：東京医科歯科大 

「ご挨拶」 

2010 年より立ち上がった新学術領域「包括

型脳科学研究推進支援ネットワーク」（以後「包

括脳」という）の目的は、脳研究の新手法･新

領域の芽を育てるという研究支援ばかりでは

なく、広報委員会の活動を通じて、脳・神経の

研究者達の研究成果を、人々に幅広く還元する

ためのパイプ作りに取り組むことにもありま

す。人間は多かれ少なかれ自分の脳の働きに関

心があります。そして、「こころ(心)」は脳の

活動が生み出すものであることは、すでに誰も

が知っています。人間は長寿を満喫できる様に

なった代償として、認知症などの脳の病気に悩

むこととなりました。また、ストレス社会は「心

のやまい」を増加させています。このような状

況を打破するために、脳科学研究の推進が熱望

されているところです。しかしながら、脳の機

能の実態についてはまだよくわかっていない

部分が多いため、脳科学研究にはともすれば通

説、俗説が付きまといがちです。そこで、今回

のシンポジウムでは「脳と心のホントを知ろ

う」と題し、脳と心の仕組みについて我々研究

者が本当に知っていることは何か？また脳と

心について我々が理論立てて説明できること

は何か？について、脳科学の現場で研究を行っ

ている真の専門家に、わかりやすく語っていた

だきました。さらに、講演終了後に、科学ジャ

ーナリストの青野さんにも加わって頂き、シン

ポジストによるパネルディスカッションを企

画し、市民の方々とともに、我が国の脳科学研

究推進について考えてみる機会としました。

(広報委員会委員長 白尾智明) 

講演は、東京大学の池谷裕二先生による、

「ミクロな視点から眺めた脳回路のはたらき」、

生理学研究所の柿木隆介先生による、「脳は不

思議がいっぱい！！」、沖縄科学技術大学の銅

谷賢治先生による、「学習し進化するロボット

から脳と心のしくみに迫る」、名古屋大学の尾

崎紀夫先生による、「うつ病について、わかっ

ていること、わかる必要があること」の４題で

した。 

 講演者の方々のお話は、一般の方々にも理解

できるように、入門的内容に十分な時間を取っ

た上で話が展開しました。加えて興味有る未発

表の研究成果も披露されて、研究者の方々も充

実した時間を共有することができました。 

 パネルディスカッションでは、研究成果を如

何に人々に公表すればよいか、の議論がありま

した。一つの話題として、テレビ等のメディア

は、視聴率のために科学を軽んじ、不正確であ

ろうが面白おかしく語る脳科学者と自ら称す

る芸能人にスポットを当てることが取り上げ

られました。確かに一度歪められた考えを元に

戻し不正確な知識を駆逐することは、非常に難

しかろうと思います。正しい観点を一般の人々

にも根付かせるためにも、本公開シンポジウム

は、今後も続けねばならないと思います。 

(編集者) 

 以下に、講演抄録全文を掲示しました。 

 https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?action=multid

atabase_action_main_filedownload&download_flag=1&

upload_id=1358&metadata_id=276 
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 研究報告 part1 13：10～15：45【502 号室】 

 「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」 8 月 23 日（火）  

夏のワークショップ開催日・開催地決定のお知らせ 

 

 開催日時：平成23年8月21（日）～24（水） 

 開催場所：神戸国際会議場 

 （当初仙台での開催を予定していましたが神戸

に変更となりました） 

8 月 21 日（日） 

 オープニングセッション  

13：00～14：30 【メインホール B1F】 

 脳と心のメカニズム・脳と心の発達 part1 

15：00～19：00 【メインホール B1F】 

 新学術領域会議（山森班）  

20 日～21 日（時間：問合せ中）【502 号室】 

 新学術領域会議（能瀬班）  

15：00～20：00 【401-2 号室】 

 新学術領域会議（岡澤班）  

15：00～19：00 【403 号室】 

 新学術領域会議（柿木班）  

8：30～18：30  【503-4 号室】 

8 月 22 日（月）  

 脳と心のメカニズム・脳と心の発達 part2 

9：00～11：00 【メインホール B1F】 

 報酬系・罰系とモノアミンシグナル伝達 

11：00～16：00  【メインホール B1F】 

 脳科学の発展を支える研究支援の在り方 

16：00～18：00 【メインホール B1F】 

 新学術領域会議（能瀬班）   

9：00～17：00  【401-2 号室】 

 新学術領域会議（岡澤班）  

9：00～18：00 【403 号室】 

 新学術領域会議（柿木班）  

8：30～17：00  【503-4 号室】 

 脳プロ「これまでの成果と今後の在り方」 

ワークショップ 9：00～16：00【501 号室】 

 精神医学と脳科学のコラボレーション： 

今後の展望と戦略 9：00～12：00【502 号室】 

 CREST・さきがけ脳関連領域講演会/ 

 プレナリーレクチャー （講演：廣川信隆） 

9：00～10：00【メインホール B1F】 

 シナプス病態若手シンポジウム 

15：00～19：00 【501 号室】 

 CREST・さきがけ脳関連領域講会/研究報告会 

part2 10：10～18：40【502 号室】 

 包括脳ネットワーク支援による融合的脳研

究の展開 10：00～17：00【503-4 号室】 

 包括脳ポスターセッションコアタイム 

12：00～14：30 【4・5F ラウンジ】 

 アジアの中の日本の脳科学研究の方向 

17：00～19：00 【503-4 号室】 

懇親会   

19：00～21：00 【401-403 号室周辺】 

8 月 24 日（水） 

 「脳科学分野で博士課程進学をいかに 

  増やすか/脳科学の将来像」午前

（時間：問合せ中）【401-2 号室】 

 理研 BSI シンポジウム 

「Circuit to behavior」  

9：30～12：05 【501 号室】 

 ニューロインフォマティクス 

日本ノード WS(展示)22 日午後～24 日 

（時間：問合せ中）【503-4 号室】 

 新学術領域合同シンポジウム 

「リアリティを生み出し現実世界と関

わる脳の働き」    

9：00～ 17：00 【502 号室】 

 精神疾患死後脳チュートリアル 

「精神疾患病態解明のための死後脳研究の進め

方」 13：00～ 17：00 【505 号室】 
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平成 22 年度若手研究者の国内交換 

         プログラムを終えて 

  （育成支援委員会、南部 篤委員長） 

 包括脳では若手育成を目的として、以下の支

援を行っています。①国内研究室相互の訪問研

究プログラム：若手研究者が国内の他の研究室

に数週間から数ヶ月程度滞在し、新たな研究手

法を習得したり、共同研究の基礎固めを行うこ

とに対して、旅費および滞在費を支援する。②

新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研

究会：先駆的研究・萌芽的研究など、新しい発

想による研究を推進するために、若手研究者が

企画をし、実施する研究集会をサポートする。

③海外研究室への訪問研究プログラム：海外の

研究室を対象とした技術研修や、海外の技術習

得コースへの参加費を援助する。平成 22 年度

はこのうち、①、②の公募を行い、それぞれ

10 件と 5 件を支援しました。①の支援を受け

た方から、感想をお寄せ頂きました。平成 23

年度前期の公募は終わりましたが、後期の公募

が 10 月頃行われますので、是非、応募頂けれ

ばと思います。詳しくは包括脳 web site をご

覧下さい。 

 

「新しいラボと２光子顕微鏡」 

東京大学大学院医学系研究科・神経生化学 

 川島尚之 

 2011 年の 1 月から 2 月にかけて、包括脳育

成支援委員会のご援助をいただき、九州大学の

大木研一教授の下で訪問研究する機会を得る

ことができました。そこで勉強させて頂いたこ

とを、この稿でご報告申し上げます。 

① 研究室のセットアップ 

大木研は昨年に発足したばかりの新しい研

究室であり、本格的なラボのセットアップが開

始されたのは、私が 1月にお伺いした頃からで

した。大木先生が留学先で確立された、2光子

顕微鏡を用いたカルシウムイメージングの実

験系を再現することを目指して、大型装置から

細かい道具まで全てを揃える必要がありまし

た。大木先生と、昨年末より着任された根東覚

先生と私の 3人で、ひたすら議論しながら前進

する毎日だったのですが、実験系の成り立ちを

学ぶのに大変有意義な過程だったと思います。

また、私自身が新たな実験手技を習うと同時に、

大木研でこれから始まる様々の分子生物学的

手法を取り入れた実験に必要なセットアップ

を、私自身の経験を活かしながらお手伝いさせ

て頂きました。 

② 2 光子顕微鏡を用いたイメージング 

2 月上旬には顕微鏡のセットアップが終了

し、ライブイメージングを開始することが出来

ました。私は 2光子顕微鏡に触れるのは初めて

だったのですが、使用し始めるとその魅力に取

りつかれてしまい、直ぐに顕微鏡部屋で毎日を

暮らすようになってしまいました。 

その結果、カルシウム指示薬である OGB-1

を視覚野神経細胞に取り込ませて、それを視覚

刺激と同時にライブイメージングすることに

より、視覚野神経細胞の反応性を測定すること

が出来るようになりました。また、この視覚刺

激の技術を応用して、本研究の趣旨である前初

期遺伝子の発現をライブ観察することにも成

功しました。特にこの後者の実験は当初想像し

ていた以上に手技も解析も難しく、派遣期間中

には実現不可能かと半分諦めていたのですが、

派遣期間終了ギリギリの所で何とか成功させ

ることが出来ました。新しい環境で上手くやっ

ていけるかとても不安だったのですが、良い結

果が得られて本当に嬉しかったです。 

 今後のことになりますが、今回の育成プログ

ラムのお陰で、当初考えていたような共同研究

が技術的に可能であることが確認できました

ので、平成 23 年度以降、この研究は正式に継

続されますことになりました。今回得た技術を

応用してさらに大きな成果を目指していきた
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いと考えております。最後になりましたが、快

く受け入れて懇切丁寧なご指導を頂きました

大木研一先生、派遣を快諾してサポートして下

さいました指導教官の尾藤晴彦先生に感謝申

し上げます。そして、今回のご支援を頂きまし

た包括脳ネットワークの先生方に厚く御礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

「単一細胞染色を追求した２ヶ月」 

福井大学医学部人体解剖学・神経科学 

伊藤哲史 

私は去る２０１０年夏の約２ヶ月間、「国内

研究室相互の訪問研究プログラム」の援助を頂

き、京都大学大学院医学研究科高次脳形態学研

究室（金子武嗣教授）に滞在しました。目的は、

下丘の単一興奮性ニューロンと抑制性ニュー

ロンをゴルジ染色様に染める技術の開発です。

最近私は下丘に入力や投射に違いのある２種

類の抑制性ニューロンが存在することを報告

しましたが、これら抑制性細胞と興奮性細胞の

樹状突起の枝ぶりや樹状突起上の入力様式の

違いを知ることによって、これらの細胞の聴覚

情報処理上の役割の解明につながると考え、単

一細胞を突起の隅々まで染める技法の開発を

行うこととしました。 

金子教授率いる高次脳形態学研究室は遺伝

子組換えウイルスを利用した単一ニューロン

染色法で大きな成果を挙げてきました。そこで

この研究室で下丘の単一細胞標識に適したウ

イルスが何であるかを検討し、必要なら新たな

ウイルスの開発も行うことを滞在時の目標と

しました。 

まず古田貴寛助教が開発された Sindbis/ 

palGFP ウイルスで単一細胞標識を試みました。

興味深いことに感染した下丘のニューロンの

殆どは興奮性でした。従って抑制性ニューロン

を選択的に標識する方法が必要です。下丘の抑

制性ニューロンと parvalbumin (PV)発現ニュ

ーロンはほぼ同一の集団であることが知られ

ており、玉巻伸章教授(熊本大学)が開発された

PV-Cre マウスが利用できますので、Cre-loxP

技術を用いた PV ニューロンの選択的標識をす

るべくいくつかのウイルスを作成することと

なりました。私はウイルス作成の経験はなかっ

たのですが、日置寛之助教のご指導の下、研究

室の皆様と協力して精製まで持っていくこと

ができました。また CAG promoter-loxP-mRFP 

-loxP-GFP アデノウイルスを PV-Cre マウスの

下丘に注入したところ、確かに抑制性ニューロ

ンを選択的に GFP で標識することができまし

た。 

新しい技術を習得する最短の方法は、その技

術の専門家の指導をまとまった時間直接受け

ることです。その際滞在費が問題となるので、

本プログラムは弱小研究者への福音となるこ

とは疑いありません。 

最後に、私の研究を採択してくださった選考

委員の皆様と、親切にご指導くださった高次脳

形態学研究室の皆様にお礼申し上げます。 

 

『神経細胞膜電位高速イメージング法』 

の技術開発 

京都大学大学院医学研究科 高次脳形態学 

日置寛之 

 中枢神経系が実現する高次機能を理解する

ためには、その構造的基盤である神経回路に関

する知識が必要不可欠です。私はこれまで、遺

伝子工学技術（種々のウイルスベクター・遺伝

子改変動物等）を用い、グランドデザインとで

も呼ぶべき、脳の設計図を解明することを目的

として、神経回路網の形態学的解析を進めて参

りました（神経回路網の静的解析）。しかし、

このようなハードウェア的視点だけでは、脳の

情報処理システムを完全に理解することは難
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伝言板： しいでしょう。脳の情報表現は不安定であり、

また高度な冗長性を備えていると考えられて

いるからです。脳の情報処理システムを理解す

るためには、素子である神経細胞の動作特性を、

ネットワークレベルで解析する（神経回路網の

動的解析）ことも重要であると言えるでしょう。 

「包括脳ネットワーク」参加各位 

この度の東北関東大地震、巨大津波、および

原子力発電所の事故で被災され、また避難を余

儀なくされている皆様に心よりお見舞い申し

上げると共に、被災地域の一日も早い復興をお

祈りいたします。  そこで私は、ネットワーク上における神経細

胞集団の動作特性を、実験的に検証することの

必要性を感じ、『神経細胞膜電位高速イメージ

ング法』の技術開発に取り組みたいと考えるに

至りました。本技術開発の目的は、膜電位を光

計測することで、多数の神経細胞から、その活

動を同時に直接記録しようとするものであり

ます。 

さて、包括脳ネットワークでは宮川データベ

ース委員会委員長のご尽力により、大震災での

被災地域の研究活動の再開に向けて、被災者、

支援者を結ぶ「掲示板」を開設いたしまし た。 

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_

id=1488 

 この掲示板には、被災された研究者の皆様が、

復旧のための人手、研究の情報、研究機器など、

どのような支援を望んでおられるのかを積極

的に挙げて頂き、掲示板を見た研究者から可能

な支援があればお願いすることに致しており

ます。 

 しかし、私が所属する研究室では、電気生理

学的解析は日常的に行っているものの、イメー

ジング法に必要な機器も無ければ、知識も経験

も無い状況でありました。このような状況下で、

本技術開発を独自に行うのは相当な困難を伴

うものであり、現実的ではないと、半ば諦めて

いました。今回、幸運にも「包括脳・国内研究

室相互の訪問研究プログラム」の御支援を頂き、

東京大学大学院薬学系研究科・薬品作用学教室

（准教授・池谷裕二先生の御指導）にて、技術

開発を行う機会を得ることができました。昨年

の 12 月中旬から 2 月中旬にかけ（計 6 回に分

けて滞在）、イメージング法の基本習得、およ

び本技術開発に取り組みました。残念ながら、

未だ技術開発の成功には至っておりませんが、

本技術開発の第一歩を踏み出せたことは、私に

とって一番の喜びであり、成果だと思っていま

す。 

 今後とも長期的な支援が求められる中、包括

脳ネットワークの「掲示板」機能を幅広い分野

の研究者に知っていただき、可能で有効な支援

を実施していきたいと考えています。また、被

災地の研究者への有効な支援のご提案をお寄

せいただきたいと思います。 

 そこで、「掲示板」を ご覧いただき、被災

した研究者の受け入れや、サンプル・リソース

の一時的待避などに協力いただける研究室が

あれば、その旨、また被災関連で有用な情報、

などを書き込んでいただけるようお願いいた

します。ログインができない/面倒、という方

については、データベース委員会（担当：林、

aihys@nips.ac.jp)にメールで送っていただけ

れば、HP に転載いたします。 

 最後になりましたが、このような機会を与え

て下さった委員の先生方、そして松木則夫教

授・池谷裕二准教授を始めとする薬品作用学教

室の皆様方に、この場を借りてお礼を申し上げ

たいと思います。 

平成 23 年 3 月 22 日  

包括脳ネット ワーク     

研究代表者： 木村 實    

事務局：高田昌彦、岡部繁男 
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データベース委員会より 

 

「データベース委員会の活動として、この一般向け

講演会のUstream配信を行い、95名の聴講者を記

録しました。今後、包括脳ネットワークによって補助

される各種の講演会やシンポジウムについて、この

ようなネットを活用した配信を積極的に行っていきた

いと考えています。ご興味のある方はデータベース

委員会までご遠慮なくお問い合わせください。」 

データベース委員会委員長： 宮川 剛 

 

 (編集・文責：玉巻伸章) 

http://researchmap.jp/tsuyoshimiyakawa
http://researchmap.jp/noukairokouzougaku

